
泊埠頭北岸旅客ターミナル

国
道

５
８

号

泊  港

前島３丁目

前島２丁目

泊  北  岸

泊３丁目

安
里 川

とまりん

泊  港

泊
大

橋

泊  港

泊高等学校

P2橋脚磁気探査計画図

図面目録

図面番号 図 面 名 称 摘　要

泊港橋補修補強一般図(参考)
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工　事　名

図　面　名

設計年月日

尺　　　度

泊港橋耐震補強工事(R2)

図面目録・位置図

令和 2年 3月

図面番号1/2500 1/6

那 覇 港 管 理 組 合



Tc 島尻層群 泥岩

Rg 琉球層群(未固結砂礫)

B 埋土層

Ac 沖積層(粘性土)

R 琉球層群

　(岩塊部)

R 琉球層群(岩塊部)

Ag 沖積層(礫質土)

B 埋土層

Ag 沖積層(礫質土)
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伸縮装置取替工 伸縮装置取替工

橋梁用排水管取替工

橋梁用排水管取替工

伸縮装置取替工

伸縮装置取替工 伸縮装置取替工 伸縮装置取替工

排水管取替工
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護岸張りコンクリート工　
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橋脚補修工　　　
橋脚補修工　
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・埋戻し工
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設 計 条 件

基本事項

橋　　梁

基本条件

荷重条件

地形-地質

-地盤条件

材料の条件

施工の条件

維持管理

  の条件

路線名
架橋位置

橋名
設計業務名
設計年月日
設計会社名
適用示方書
道路規格

重要度区分
設計速度

橋長
桁長

支間長

幅員

平面線形
縦断勾配
横断勾配

斜角

形式

塩害対策区分とその対策

耐震性能

固有周期

設計水平震度

地震時に損傷させる部材

支承条件

落橋防止システム

伸縮装置
防護柵形式
設計活荷重
単位重量

付属物（遮音壁等）
添架物
支持層

地盤種別

地盤の液状化

使用材料

防食

施工方法

検査路設置位置

点検方法

上部工

下部工

基礎工

全幅員
有効幅員

上部工

下部工

基礎工

レベル1
レベル2
地域区分

レベル1

レベル1

レベル2

支持条件

支承形式
許容せん断ひずみ

落橋防止構造
横変位拘束構造

液状化の有無
液状化層（低減係数DE）

鋼材

コンクリート

コンクリート
鉄筋

コンクリート
鉄筋（鋼材）

防食仕様

防水層
架設工法
上部工
下部工
主桁

支承部
下部工

橋台
橋脚
橋台
橋脚

橋軸方向
橋軸直角方向

橋軸方向
橋軸直角方向

タイプI

タイプII

橋軸方向
橋軸直角方向

主桁

場所打ち

橋軸方向
橋軸直角方向

橋軸方向
橋軸直角方向

形式

材料（コンクリート、鋼材）

材料（コンクリート、鋼材）

設計基準強度

設計基準強度

　　―

ゴム支承

荷重支持型　ゴムジョイント

　　―

不明

　　―
　　―
橋梁点検車
橋梁点検車

泊ふ頭内循環道路

泊港橋
泊港橋耐震補強調査設計業務委託(R1)
令和2年3月19日
株式会社　ホープ設計
道路橋示方書（平成24年版）
臨港道路
A種の橋
　　―
67.92m

11.5m
10.5m
∞

90°00'00"

歩道：高欄(種別不明)　車道：車両用防護網(種別不明)
A活荷重

なし

砂岩～泥岩

3@22.6m
3@22.0m

3.0%      3.0%
車道：2.0％　歩道：2.0％

3径間プレテンション方式単純T桁橋
逆T式橋台
T型橋脚(RC)
A1橋台(鋼管杭 φ700), A2橋台(鋼管杭 φ700)
P1橋脚(鋼管杭 φ800),　P2橋脚（鋼管杭 φ800）
S区分

→ →

耐震性能1
耐震性能3
C地域

泊ふ頭内

A1(可動)、P1(固定、可動)、P2(固定、可動)、A2(固定)
A1(固定)、P1(固定)、P2(固定)、A2(固定)

　　―
有
　　―

Si単位系(KN/m
3
)

A1(Ⅲ種)、P1、P2(Ⅲ種)、A2(Ⅲ種)

鉄筋：SD295　PC鋼材：内ケーブルSWPRA(1S12.4)
　　　　　　　　　　 横締ケーブルSWPR19(1S17.8)
単純床版、片持床版
コンクリート：50N/mm

2

鉄筋：SD295

21N/mm
SD295
21N/mm
SD295
鉄筋：―
PC鋼材：―

橋梁点検車、船上

　　―
歩道：―　　車道：―

　　―

レベル2
タイプI

タイプII

橋軸方向
橋軸直角方向

橋軸方向
橋軸直角方向

　　―
　　―
　　―
　　―
　　―
　　―
0.21
0.21
P1(0.32)、P2(0.32)
P1(0.33)、P2(0.32)
P1(0.33)、P2(0.31)
P1(0.28)、P2(0.28)

コンクリート：30N/mm
2

鉄筋：SD295
2

2

部材名

支　承

伸縮装置

排水施設

護岸張り
コンクリート

断面修復工

伸縮装置取替工

橋梁用排水管取替工

埋戻工(埋戻し、タンパ締固め)
基礎工、コンクリート工

対策工法

A1橋台

P1橋脚

P2橋脚

A2橋台 断面修復工、表面保護工、沓座排水工

断面修復工、表面保護工、沓座排水工

ひび割れ注入工、表面含浸工、沓座排水工

断面修復工、表面保護工、沓座排水工

補修・耐震補強一覧表
分類

補

修

凡例

A1橋台

P1橋脚

P2橋脚

A2橋台 落橋防止設置工、水平力分担壁工

落橋防止設置工、RC増厚工、RC巻き立て工、水平力分担壁工

落橋防止設置工、RC増厚工、RC巻き立て工、水平力分担壁工

落橋防止設置工、水平力分担壁工耐
震
補
強
及
び

落
橋
防
止

2.0% 2.0%
2.0%
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泊港橋補修補強一般図(参考)

平　面　図
S=1/200

工　事　名

図　面　名

作成年月日

尺　　　度

事 務 所 名

泊港橋耐震補強工事(R2)

泊港橋補修補強一般図(参考)

令和 2年 3月

図面番号図示 2/6

那 覇 港 管 理 組 合

側　面　図
S=1/200

標準断面図
S=1/50
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鋼管杭 φ=800 t=12(9)
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鋼管杭 φ=800 t=12(9)
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使用材料
コンクリート 鉄筋

躯　　　体

フーチング

鋼　管　杭

δck = 21N/m2 SD 295

δck = 21N/m2 SD 295

SKK 400

　上流側 下流側　 　至　泊 至　前島　

H.W.L=2.10

S=1/50

正　面　図
(起点側)

工　事　名

図　面　名

作成年月日

尺　　　度

事 務 所 名

泊港橋耐震補強工事(R2)

P2橋脚構造一般図（参考）

令和 2年 3月

図面番号1/50 3/6

那 覇 港 管 理 組 合

P2橋脚構造一般図（参考）

断　面　図

平　面　図
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工　事　名

図　面　名

作成年月日

尺　　　度

事 務 所 名

泊港橋耐震補強工事託(R2)

P2橋脚配筋図(参考)

令和 2年 3月

図面番号1/50 4/6

那 覇 港 管 理 組 合

P2橋脚配筋図(参考)
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正 面 図
側 面 図

平 面 図

(1- 1)
(2- 2)

-10.400 -10.400

L.W.L +0.00

H.W.L +2.10

+2.60+2.60

H.W.L +2.10

L.W.L +0.00DL=0.000m

+2.60

H.W.L +2.10

L.W.L +0.00

+2.60

H.W.L +2.10

L.W.L +0.00

-10.400-10.400

2
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1 1

t=300mm

t=2.7mm(4500×7326) t=2.7mm(4500×7326)

t=300mmt=300mm

沖積層粘性土(Ac)

(設計N値＝0.5)

琉球層群礫質土(Rg)

(設計N値＝19.7)

沖積層粘性土(Ac)

(設計N値＝0.5)

琉球層群礫質土(Rg)

(設計N値＝19.7)

沖積層礫質土(Ag)

(設計N値＝1.0)

沖積層礫質土(Ag)

(設計N値＝1.0)

     A=5.75m
2

t=300mm

t=2.7mm(4500×7326)

A=99.7m
2

(桁下)

▽上部工桁下

▽建て込み可能高
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工　事　名

図　面　名

作成年月日

尺　　　度

事 務 所 名

図面番号

那 覇 港 管 理 組 合

図示

P2橋脚仮設工詳細図

P2橋脚仮設工詳細図
S=1/100

鉄矢板割付図
S=1/100(桁下)

施工範囲

(
圧

入
)
4
枚

泊港橋耐震補強工事(R2)

令和 2年 3月
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1 1

-10.400

H.W.L +2.10H.W.L +2.10

DL=0.000m

-0.900

-5.580

-4.400

-7.180

-6.000
-6.410

-8.010

-10.400

1次経層探査

6. 01

5. 18

9

17

11

54. 1

88. 1

44. 0

186. 2

5. 01

4. 18

45. 1

71. 1

33. 0

149. 2

188. 8水平探査

37 37

4. 0*( 14. 8*2+8. 8*2)

39. 739. 7

23. 023. 0

9

17

11

6. 01

5. 18

2

4

2

12. 0

20. 7

8. 0

40. 7

5. 01

4. 18

10. 0

16. 7

6. 0

32. 78

6. 01

5. 18

2

5

2

12. 0

25. 9

8. 0

45. 9

5. 01

4. 18

36. 99

2次経層探査

3次経層探査 23. 023. 0

4次経層探査

5次経層探査

23. 023. 0

23. 023. 0

▽ -2.500

A=39.7m
2

(1次経層探査)

A=23.0m
2

(2次～5次経層探査)

2

4

2

2

5

2

10. 0

20. 9

6. 0

8

9

上流側 下流側

経層探査 経層探査

1号鉛直探査数量表

区分 規格

合計

ボーリング削孔長

削孔長

BL(m)

本数

N(本)

合計

BL×N(m)

鉛直探査長

探査長

TL(m)

本数

N(本)

合計

TL×N(m)

水平探査数量表

区分 計算式 面積（ m2）

(鋼矢板)

仮締切工

4. 00 3. 00

備　考

   1000
(50kg爆弾)

  2000
250kg爆弾

凡例

5インチ砲弾対象（半径0.5m）

50kg爆弾対象（半径1m）

250kg爆弾対象（半径2m）

250kg爆弾

50kg爆弾

5インチ砲弾

2号鉛直探査数量表

区分 規格

合計

ボーリング削孔長

削孔長

BL(m)

本数

N(本)

合計

BL×N(m)

鉛直探査長

探査長

TL(m)

本数

N(本)

合計

TL×N(m)

(鋼矢板)

仮締切工

4. 00 3. 00

備　考

250kg爆弾

50kg爆弾

5インチ砲弾

3号鉛直探査数量表

区分 規格

合計

ボーリング削孔長

削孔長

BL(m)

本数

N(本)

合計

BL×N(m)

鉛直探査長

探査長

TL(m)

本数

N(本)

合計

TL×N(m)

(鋼矢板)

仮締切工

4. 00 3. 00

備　考

250kg爆弾

50kg爆弾

5インチ砲弾
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▽１次経層探査
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基 本 配 置 図

平面探査

平面探査

平面探査

P2橋脚磁気探査計画図

P2橋脚磁気探査計画図

S=1/100

工　事　名

図　面　名

作成年月日

尺　　　度

事 務 所 名

図面番号

那覇港管理組合

図示

正 面 図

平 面 図

( 1-1)
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水平探査計228.5m2

泊港橋耐震補強工事(R2)

令和 2年 3月


